
高知県
F i l e  N o. 06

面　積 7,102 ㎢
人　口 646,774人
県の花 ヤマモモ
県の木 ヤナセスギ
県の鳥 ヤイロチョウ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 2,581 685 258

不登校（人） 590 1,014 258

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 2,306 2,397 2,131 1,803 1,372
採用予定者数 249 277 275 259 250

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

1　教育の仕事に対する使命感や誇り，子どもに対する愛情や責任感があり，自律的に学ぶ姿勢を持ち，生涯にわたっ
て資質・能力を高めていける人　2　教育の専門家として，教科指導力，子ども理解力，児童・生徒指導力，集団指導の
力，学級づくりの力などのある人　3　豊かな人間性や社会性，常識と教養，対人関係能力などを備え，組織の一員と
しての自覚を持ち，多様性や包摂性を尊重し，協働できる人　4　教員としてのセルフマネジメント力のある人

出願期間 公開日　３月３日（月）　電子申請　３月17日（月）8:30～４月14日（月）17:15

試験日程
１次試験　試験日　５月31日（土）　合格発表日　６月27日（金）
２次試験　試験日　７月26日（土）～８月３日（日）の指定した日　合格発表日　９月12日（金）

年齢制限 昭和39年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史，公民，
数学，理科，音楽，美術，保健体育，英語，家庭，情報，農業，工業（電気電子，機械，建築，土木），商業，
水産（機関，航海），看護，福祉　［特］（小）（中高）国語，社会，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，
保健体育，技術，家庭，英語，商業　［養］（小中）（県立）　［栄］（小中）

特記事項

■特別選考　●大学等推薦特別選考　［小・特］［高］工業（電気・電子，機械）及び中山間地域の［小・中］志願者
で，大学等の推薦を受けた者は，２次の模擬授業及び面接のみ。●現職・元職教員特別選考　［小］［中］指定教
科［高］情報［特］志願者で，規定の要件を満たす者は，１次・２次に代えて別日程で面接を実施。課題提出。●障
害者特別選考　障害の状況や程度に応じた対応。●大学３回生を対象とした特別選考　○大学３回生を対象
とした早期名簿登載型選考審査：１次と２次を受験し，合格した場合，令和９年度の採用候補者名簿に登載。○
大学３回生を対象とした事前認定選考審査：１次を受験し，合格した場合，次年度の１次が免除される。■免除
●１次の免除　次の（1）～（3）のいずれかに該当する者は，１次を免除。（1）直近３年間のうち一度でも１次に合
格した者で，規定の要件を満たす者。（2）本県の任期付教員名簿登載者で，規定の要件を満たす者。（3）次の①
②のいずれかに該当する者。①国公立の現職教員。②過去に国公立の教員であった者で，令和７年３月31日ま
でに通算３年以上の職務歴がある者。●１次の一部免除　（1）社会人経験による一部免除　［高］情報，農業，
工業，水産，看護志願者で，令和７年３月31日現在で，受験教科と関連する企業・船舶等で通算３年以上の職
務経験者は，１次の教職・一般を免除。（2）本県の臨時教員経験による一部免除　令和７年４月14日までに本
県の国公立の臨時教員として通算24月以上の勤務経験を有し，出願時に本県の国公立の任期付教員等として
配置されている者は，１次の教職・一般を免除。（3）事前認定選考審査合格による一部免除　大学３回生等を対
象とした事前認定選考審査の合格者は，１次の教職・一般を免除。■社会人特例出願　［高］情報，工業，水産，
看護，福祉志願者で，規定の要件を満たし，当該教科の普通免許状を有しない者は，1次の教職・一般を免除。

新規情報

■地方会場　１次試験に関西会場あり。■３年生受験　小対象。■初任給　大学卒263,774～275,043
円，修士修了278,184～275,043円。校種により異なる。住居手当，へき地手当等が支給される。■初
任者研修　計画的な研修として若年教員育成プログラムを実施。■臨時的任用教員の研修　あり■へき地
／離島勤務　義務ではない。■就職氷河期世代　社会人経験によって１次試験の一部が免除。■懲戒処分
の指針　作成し，HPで公開。
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉では例年，幅広い分野から択一式で出

題されており，今年度も同様の傾向であった。

　学習指導要領では，頻出の特別活動から学校行事

の内容を問う問題等が出題されたほか，総則の「教育

課程の実施と学習評価」に関する問題も出題された。

　教育原理（特別支援教育，安全教育等）のうち，

特別支援教育では，「障害のある子供の教育支援の手

引」（2021年）から早期からの一貫した教育支援に

関する問題や，障害者基本法等が出題された。安全

教育では，「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教

育」（2019年）が出題された。

　生徒指導では，頻出の「生徒指導提要」（2022年）

から「第2章 生徒指導と教育課程」と「第12章 性に

関する課題」が出題されたほか，「いじめの重大事態

の調査に関するガイドライン」（2024年）や「誰一

人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策

（COCOLOプラン）」（2023年）も出題された。

　教育時事では例年同様，国及び高知県の教育施策

に関する複数の問題がみられた。前者については「第

4期教育振興基本計画（閣議決定）」（2023年）等が，

後者では「第3期教育等の振興に関する施策の大綱

（改訂）・第4期高知県教育振興基本計画（改訂）【概

要版】」（2025年）等が，それぞれ出題された。

　教育法規では，頻出の憲法と教育基本法が出題され

たほか，学校教育法や学校保健安全法等も出題された。

　教育心理ではエリクソンの発達理論や知能理論に

関する問題がみられた。重要な理論とその特徴を押

さえたい。

　教育史では例年，人物名と思想上の特色を理解し

ているかどうかが問われている。今年度は，西洋教

育史からコメニウスやペスタロッチ，デューイが出

題された。

　〈一般教養〉では例年，少子高齢化や国際社会など

幅広い時事問題が出題されており，今年度も同じよ

うな傾向であった。具体的には，高齢化の状況，シ

リア情勢等が出題された。これらに加え，今年度は

政治（国際政治）や倫理（西洋古代，東洋），環境

（関連法規）からも出題されている。

▶学習指導要領で頻出の特別活動
▶教育法規は憲法，教育基本法
▶一般教養で必出の時事問題

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。

一般教養
全9問

教職教養
全31問

時事
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自治体別試験DATA＆分析
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